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Abstract: Dr. Sadako Ogata, while leading the United Nations High Commissioner for Refugees (UNHCR) and 
international efforts in the face of refugee crises in the 1990s, initiated archiving of internal documents of the refugee 
agency and left her 1,400 files in the UNHCR archives. This article introduces the history and contents of the UNHCR 
archives, how to use them, and a couple of important topics during Ogata’s term. For example, Ogata tried to leave an 
oral history of lessons learned on the role of UNHCR in the Balkan wars. Additionally, she developed the idea of the 
security of people as a basis of human security. Further, the High Commissioner implemented “Imagine Coexistence” 
projects to fill the gap between war and peace. UNHCR archives help scholars of refugee studies, peace and conflict 
studies, global governance, and others to conduct multi-archival research from various perspectives.  
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はじめに

「手に入る一次資料を集めなさい。いろいろ探し
回ること自体が勉強なのです。必ずしも論文に反映
されなくても無駄にはなりません。」1）

緒方貞子（1927-2019年）は、1991年から 2000年
まで国連難民高等弁務官を務めたことで多くの人々
に記憶されているが、国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）での任務を開始する直前まで上智大学教
授として研究・教育活動を行っていた 2）。緒方自身が
一次資料を駆使して博士論文を執筆し、最初の単著
『満州事変と政策の形成過程』（文庫本『満州事変
─政策の形成過程』）3）を出版した経験から、大学
教員時代、冒頭の言葉のように学生に指導していた
という。

UNHCRの任務は難民保護である。そのため、緒
方による UNHCRの組織運営にはあまり関心が払わ
れていない。組織への一つ重要な貢献として、緒方
は、それまで制度化されていなかった UNHCRにお
けるアーカイブ化のイニシアチブをとった点が挙げ
られる。歴代の高等弁務官として、初めてアーキビ
ストの協力を得ながら、自分自身の任期中の資料を
残した人物でもある。

1） 小山（2014）、160頁。
2） 野林・納家（2015）、122-125頁。
3） 緒方（1966）、緒方（2011）。

学術的にも、国際機関アーカイブ、とりわけ
UNHCRアーカイブの利用は、日本国内で十分に浸
透しているわけではない。本資料紹介をきっかけに、
少しでも国際機関の一次資料に触れる研究者が増え
れば幸いである 4）。
この資料紹介では、UNHCRアーカイブの作成の

背景や概要に加え、緒方が残したファイルから得
られる示唆も含め、調査研究結果を報告する。本
資料紹介は、筆者が 2019年から 2022年にかけ
て、UNHCRジュネーブ本部の記録・アーカイブ課
（Records and Archives Section、以下、担当課）と Eメー
ルでの連絡および現地調査（2022年 7月）を通じて
収集した情報及び資料に基づいている。

1．UNHCRアーカイブ設置の背景

緊急人道機関にとっての重要課題は、今まさに保
護や支援を必要とする人のもとに向かうことであ
る。記録を残すことは中心業務ではない。UNHCR

では、組織内の文書やデータは残されてはいたもの
の、1990年はじめの段階で、アーカイブ化する制度
は整っていなかった。
担当課への聴き取りに基づく 2017年の朝日新聞

GLOBE＋の記事は、緒方のイニシアチブで UNHCR

におけるアーカイブ制度の整備が始まったと解説す

4）国連アーカイブの歴史については Erlandsson（1987）。
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る 5）。では、何がきっかけで、緒方はアーカイブ制度
の整備を始めたのだろうか。

UNHCRアーカイブをもとに具体的に解説すると、
UNHCR内の文書をアーカイブすべきだという議論
は、緒方が高等弁務官に就任する前の 1987年から
なされていた。いくつかの文書で、UNHCRはアー
カイブ管理制度を十分整えていないという問題が提
起された 6）。1992年に出された、イギリスの元外交官
から緒方に対する書簡もその一つだ。同元外交官は、
UNHCRは内部資料を適切に管理および公開してい
ないと指摘した 7）。緒方は、1992年 12月の応答書簡
にて、アーカイブを制度化するには組織内で踏むべ
き段階があり意思決定が必要であると断りつつ、「研
究者として、『アーカイブの保存と利用促進を行う重
要性』があるというあなたの意見に完全に同意しま
す（原文は “As a researcher, I am in full agreement with 

you regarding ‘the vital importance of the preservation and 

increased availability of the archives.’”）」と返答した 8）。
その後、UNHCRは、アーカイブの制度化に向けて
調査や雇用プロセスを開始した 9）。1996年に最初の
アーキビストを雇用するなど徐々に制度化を進め、
2000年にアーカイブの公開に至った 10）。
緒方は、アーカイブの制度化のみならず、活用も
目指した。2001年に UNHCRが 50周年を迎えるま
でには、その活動を研究者たちに知ってもらうため
に、アーカイブを組織外の人も利用できるようにす
べきだと考えていた 11）。加えて、アーカイブを活用し
た UNHCR記念誌 12）を作成する音頭もとった。緒方
の任期終了が 2000年末であったので、記念誌は総
まとめという位置づけもあっただろう。

UNHCR退任後の 2年間、ニューヨークのフォー
ド財団にて研究員として執筆した『紛争と難民─
緒方貞子の回想』でも、緒方は執筆に際し、UNHCR

5） 高橋（2017）。
6） UNHCR Archive (1993a).なお、国連本部のアーカイ
ブ制度は国連設立と同時に開始した。Erlandsson (1978).

7） UNHCR Archive (1992a)
8） UNHCR Archive (1992b).
9） UNHCR Archive (1994).
10） 高橋（2017）及び 2000年より 3人目のアーキビス

トとして UNHCR記録・アーカイブ課で働くモンセラー
ト・ガラヨア（Montserrat Canela Garayoa）課長の Eメー
ルでの回答（2020年 8月 24日）。

11） 1999年に 2人目のアーキビストとして雇用された
トゥルーディ・ペターソン（Trudy Peterson）による緒方
に関するメモより。UNHCR記録・アーカイブ課による
Eメールでの情報提供（2020年 8月 21日）。

12） UNHCR (2000).

アーカイブを参照した 13）。
以上のような緒方のイニシアチブおよび UNHCR

関係者の準備により、組織的に保管や管理が十分で
なかった UNHCRアーカイブが制度的に蓄積される
ようになり、国連関係者、難民や元難民やその関係
者、研究者が利用可能な資料となった 14）。

2．UNHCRアーカイブの概要

UNHCRアーカイブは、保管棚を一列に並べると
約 10キロメートルに及ぶ分量であり、ジュネーブ
本部の地下に、2カ所に分けて保管されている 15）。
大分類から小分類の順に、フォンド（fonds）、サ
ブフォンド（sub-fonds）、シリーズ（series）、サブシ
リーズ（sub-series）、ファイル（file）と分類される。
UNHCR最大分類のフォンドで見ると、2022年 8月
現在 138のフォンドがある 16）。UNHCRで蓄積された
資料の他に、外部から提供を受けた資料も保管され
ている。例えば、フォンド 1は国際連盟下にあった
ナンセン国際難民事務所の閉鎖にかかわる資料群で
ある。また、UNHCR本部の資料のみならず、現地
事務所から送られてきた資料も保管されている。各
国の UNHCR現地事務所から送られてきた文書は、
現地事務所の名前が付いたフォンドとしてまとめら
れている。主なフォンドを、 1から 23及び 30番台
のものから表 1の通り英語原文のまま記載する。フォ
ンド 8のルワンダ事務所の例のように、フォンド 24

以下は、多くが現地事務所のフォンドであるため割
愛する。
資料の閲覧を希望する際には、オンライン目録で

検索することで、利用可能なファイルを確認できる。
ただ、保秘や文書未整理など、さまざまな理由で公
開されていない資料もある。資料を閲覧する際の予
約の手順は本資料紹介 5．に記載するが、フォンド
ではなく最小分類のファイル・レベルを選択する必
要がある。

13） 緒方（2006）、謝辞参照。
14） Loescher (2001) は、2000 年の執筆完了までに

UNHCRアーカイブを利用している。
15） UNHCR ウ ェ ブ サ イ ト、https://www.unhcr.org/

archives-and-records.html（2022年 8月 31日アクセス）。
16） UNHCR記録・アーカイブ課への Eメールでの聴

き取り、2022年 8月 12日。
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表 1にあるとおり、フォンド 13は高等弁務官の
記録であり、歴代の高等弁務官の名前ごとにサブ
フォンドとしてまとめられている（表 2参照）。た
だし、2人分のサブフォンドが存在しない。そのう
ち一人目は、初代高等弁務官のゲリット・J.　ヴァ
ン・ハーベン・グートハート（Gerrit Jan van Heuven 

Goedhart、1951-1956年、オランダ）であり、サブ
フォンドは二代目のオーグスト・リンツ（Auguste R. 

Lindt、1956-1960年、スイス）から始まる。記録の
ないもう一人の高等弁務官は三代目フェリックス・
シュニーデル（Felix Schnyder、1960-1965年、スイス）
であり、リンツのあとは四代目のサドルディン・ア

ガ・カーン（Sadruddin Aga Khan、1965-1977年、イ
ラン）、五代目ポール・ハートリング（Poul Hartling、
1878-1985年、デンマーク）、六代目ジャン -ピエール・
オッケ（Jean-Pierre Hocke、1986-1989年、スイス）、
七代目トールバルド・ストルテンベルグ（Thorvald 

Stoltenberg、1990年 1-11月、ノルウェー）、八代目
緒方貞子（Sadako Ogata、1991-2000年、日本）、九
代目ルード・ルベルス（Ruud Lubbers、2001-2005年、
オランダ）、十代目アントニオ・グテーレス（António 

Guterres、2005-2015年、ポルトガル）と続く。現在
高等弁務官を務めるフィリッポ・グランディ（Filippo 

Grandi、2016年 -現在、イタリア）が任期を終えれ

表 1　UNHCRアーカイブの主なフォンド
レベル 番号 フォンド名

Fonds UNHCR 01
Records of the Liquidator of the Nansen International Office for Refugees under the Authority 

of the League of Nations, 1939-1956.

Fonds UNHCR 02 Records of the United Nations Relief and Rehabilitation Administration, 1945-1948.

Fonds UNHCR 03 Records of the International Refugee Organization, 1946-1951.

Fonds UNHCR 04 Records of the United Nations Office in Geneva, 1946-1974.

Fonds UNHCR 05 Personal Papers of G.G. Kullman, 1931-1952.

Fonds UNHCR 06 Collection of the Documentation Centre, Office of the High Commissioner for Refugees.

Fonds UNHCR 07 Collective fonds regarding pre-UNHCR refugee matters.

Fonds UNHCR 08 Records of the Office of Rwanda.

Fonds UNHCR 09 Collective fonds regarding UNHCR matters, 1951-1965.

Fonds UNHCR 10a, 10b, and 10c. Agreements, Internal Communications and Public Information.

Fonds UNHCR 11 Records of the Central Registry. 1951-1965.

Fonds UNHCR 12 Records of the Executive Committee.

Fonds UNHCR 13 Records of the High Commissioner.

Fonds UNHCR 14 Records of the Deputy High Commissioner.

Fonds UNHCR 15 Records of the Assistant High Commissioner.

Fonds UNHCR 16 Records relating to External Affairs.

Fonds UNHCR 17 Records relating to Protection.

Fonds UNHCR 18 Records relating to Assistance Operations.

Fonds UNHCR 19 Records of the Regional Bureaux.

Fonds UNHCR 20 Records relating to Administration.

Fonds UNHCR 21 Records relating to Oversight.

Fonds UNHCR 22 Records of Temporary Committees and Task Forces.

Fonds UNHCR 23 Records regarding the Hong Kong Refugees Survey Mission, 1954.

Fonds UNHCR 32 Personal Papers of Poul Hartling.

Fonds UNHCR 35 Records of Evaluation and Policy Analysis Unit.

Fonds UNHCR 36 Collected Staff Narratives [Personal Histories] [formerly records of the archives].

Fonds UNHCR 37
Records relating to Information Management [formerly records of the Centre for 

Documentation and Research].
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ば、グテーレスの次に名前が並ぶだろう。既述の通
り、アーキビストをつけて資料を残したのは緒方が
はじめてであること、またインターネット技術の発
展も相まって、1990年代以降の高等弁務官サブフォ
ンドの方が充実していることが予想される。
緒方貞子は、UNHCRに約 1,400のファイルを残
した。緒方のファイルは、表 2のとおり、主にフォ
ンド 13内のサブフォンド 5に収められている。こ
の 13/5は、近く、UNHCRのウェブサイト上で検索
可能となる予定である。緒方の後任であるルード・
ルベルス高等弁務官、アントニオ・グテーレス高等
弁務官のサブフォンドは、国連の規程により、任期
終了から 20年経過後に公開となる。
次項では、UNHCR記録・アーカイブ課（担当課）

から情報提供を受けた緒方貞子ファイルの概要と
ファイルの一例を紹介する。

3．緒方貞子が残したファイル

緒方貞子が残した高等弁務官ファイル（フォンド
13―サブフォンド 13/5）は、表 3の通り、サブフォ
ンド内で 20のシリーズに分けて整理された。時系
列ファイル、往復書簡、記録ファイル、声明及び演説、
招待状、出張、出張時の写真、上級幹部会議等に分
けられている。
「緒方ファイル」は、2019年末の段階で、予算不
足で整理も手付かずの段階であった。2021年に、日
本の外務省が予算をつけ、臨時のアーキビストが雇
用され、コロナ禍で「緒方ファイル」が整理され
た。その後、担当課の責任者らが入念な確認を重ね、
2023年中に利用可能な資料として公開される見込み
である。公開されれば、サブフォンド 13のさらに
下のファイル・レベルまで、オンライン上で検索可
能となる。ただし、現段階（2022年 8月現在）でも、
担当課に相談し、担当課が個別に精査するプロセス
を経て、緒方ファイルを閲覧することは可能である。

補足的に、UNHCRアーカイブの整理と保管の課
題に触れておきたい。緒方ファイルは、公開のため
の整理はついたが、劣化を防ぐために中性紙ファ
イルや中性紙保存箱に保管する作業は完了していな
い。UNHCRには過酷な現場で扱われた文書も保管
されているが、こうした文書を長期間保管する処置
まで手が回っていない現実がある。UNHCRは人道
機関であり、今まさに支援を必要とする人に資金や
マンパワーが向けられるため、アーカイブ整理には
予算や人をつけることが難しい。こうしたところに
こそ、本学含め、大学や研究機関が協力すべきでは
ないだろうか。

表 2　フォンド 13高等弁務官の記録サブフォンド一覧
番号 年代 記録名
UNHCR 13/0 1957-1950 Records of the High Commissioner: Auguste R. Lindt

UNHCR 13/1 1958-1991 Records of the High Commissioner: Sadruddin Aga Khan

UNHCR 13/2 1968-1987 Records of the High Commissioner: Poul Hartling

UNHCR 13/3 1982-1989 Records of the High Commissioner: Jean-Pierre Hocké

UNHCR 13/4 1990 Records of the High Commissioner: Thorvald Stoltenberg

UNHCR 13/5 1990-2000 Records of the High Commissioner: Sadako Ogata

UNHCR 13/6 2001-2005 Records of the High Commissioner: Ruud Lubbers

UNHCR 13/7 2005-2015 Records of the High Commissioner: António Guterres

写真　「緒方ファイル」の棚とファイルに残る写真
の一例（UNHCR記録・アーカイブ課提供）
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4．緒方ファイルから分かること

筆者が確認できた資料はまだ限られているが、緒
方ファイル活用のアイデアについて簡単に紹介した
い。
緒方が高等弁務官であった当時働いていたアーキ
ビストによれば、緒方は UNHCRの良い部分だけを
残そうとしたわけではなかった 17）。例えば、「UNHCR

と 1990年代のバルカン戦争」と題する記録があ
る。1999年 12月 3日、緒方は幹部をジュネーブ本
部に集め、バルカン半島において戦われた武力紛争
における、UNHCRの役割と課題について、1日が
かりの討論をおこない、録音し、教訓を残そうとし
た。緒方のファイルであるサブフォンド 13/5には含
まれていないが、UNHCRアーカイブのフォンド 36 

17） 前掲注 10、ペターソンによる緒方に関するメモよ
り。ブルッキングス研究所のウェブサイトには、2003年
に緒方が共同議長を務めた人間の安全保障委員会による
報告『今日の安全保障の課題（Human Security Now）』に
関し、緒方が正面から批判を受けていることが確認でき
る議事録も存在する。Brookings Institution (2003).

“Collected Staff Narratives” には、この討論全 4セッ
ションを記録したテープ 11本分を書き起こした、
110頁にわたる発言記録がある 18）。最初のセッション
で、緒方は、UNHCRはユーゴスラビア地域に 8年
間関与し続けてきたのであり、同地域での活動につ
いて UNHCR50周年記念誌で取り上げることを目的
とするとともに、オーラルヒストリーとして残す意
義があるとも述べた 19）。こうした新たに公開される資
料は、UNHCR研究や難民・国内避難民研究のみな
らず、地域研究や紛争・平和研究、グローバル・ガ
バナンス研究、あるいは政策決定過程研究等にも活
用可能だろう。
また、緒方の思想―特に人の安全保障―を追究す

るうえでも、UNHCRアーカイブは有益だ。緒方は、
UNHCR50周年記念誌のまえがきの最後を、こう締
めくくった。「自分は、高等弁務官として、人間が
避難を余儀なくされることと国際の平和と安全の関
係性（link）を繰り返し強調しようとしてきたので

18） UNHCR Archive (1999a).
19） Ibid., session 1. 

表３　緒方貞子ファイル一覧
番号 レベル シリーズ名
UNHCR 13/5/1 series Chron files

UNHCR 13/5/2 series Correspondence

UNHCR 13/5/3 series Briefing notes and notes for the files

UNHCR 13/5/4 series Statements and speeches

UNHCR 13/5/5 series Invitations

UNHCR 13/5/6 series Mission: schedule and travel arrangements

UNHCR 13/5/7 series Briefs for missions and meetings

UNHCR 13/5/8 series Mission photographs

UNHCR 13/5/9 series Senior Management Committee’s meetings

UNHCR13/5/10 series Inspector General Office’s reports

UNHCR 13/5/11 series Executive Committee of the High Commissioner for Refugees

UNHCR 13/5/12 series Senior Management Group’s meetings

UNHCR 13/5/13 series Informal Advisory Group (IAG)

UNHCR 13/5/14 series Subject files

UNHCR 13/5/15 series Country files

UNHCR 13/5/16 series Relationship with Japan

UNHCR 13/5/17 series Administration

UNHCR 13/5/18 series Personal files of the High Commissioner

UNHCR 13/5/19 series Records relating to other Ogata’s appointments

UNHCR 13/5/20 series Records of members of the Executive Office
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あり、人間の安全保障なしに平和と安全はない。」20）

緒方は、『オーラルヒストリー 日本と国連の 50年』
や『聞き書 緒方貞子回顧録』において、国連開発
計画（UNDP）が 1994年に人間の安全保障という概
念を紹介する前から、UNHCRは「ヒューマン・セ
キュリティー」という概念を掲げていたことを主張
した 21）。確かに、緒方の高等弁務官としての演説を振
り返ると、1990年代はじめに、「一人一人の安全保障」
（personal security）やその欠如（insecurity）、「人々の
安全保障」（the security of people）という表現を用い
ていることがわかる 22）。1993年から1994年にかけて、
委員として参加したグローバル・ガバナンス委員会
で、緒方は、国連はグローバルから個人レベルまで
扱うが、「エスニック・グループや宗教グループな
ど『人々』という中間レベル」をどう扱うか分かっ
ていない、と批判し、「人々の安全保障」の重要性
を説いた 23）。その結果、同委員会の成果物である書籍
『地球リーダーシップ（Our Global Neighborhood）』24）

でも、国家の安全保障に加えて、「人々の安全保障（the 

security of people）」という表現が、新しい安全保障
のひとつとして盛り込まれた。『地球リーダーシッ
プ』で紹介された「人々の安全保障」には、UNDP

中心に提唱された「人間の安全保障」とは異なる系
譜があることが分かる。
別の観点では、緒方は、人道問題に対処する中で、
紛争と平和の間で見過ごされている重要な時間があ
ると考えるようになった。1992年に当時の国連事務
総長ブトロス＝ブトロス・ガリが『平和への課題』
を出し、「紛争後の平和構築」というアイデアを提
唱した際、緒方は、「紛争後」という表現は誤解さ
え招くと指摘し、紛争と平和はそう綺麗に切り離せ
るわけではなく、名前のないその間に注目した 25）。緒
方は、これを難民や避難民と国際の平和と安全の間
の関係性―英語では「リンク」―と表現していたが、
実際には十分には注目されていない「すき間（ギャッ
プ）」を埋めようとしていた。緒方は、紛争と平和
の間で見過ごされている時間に、どうにか国際的な
関心を向けようとしていた。加えて、援助する者と
される者という構図から脱して、帰還民を含む紛争
影響下の人々が平和の担い手となれること、トップ
ダウンの和平よりも、人と人との間での平和のアプ

20） UNHCR (2000).
21） 緒方 (2008)、52頁。野林・納家 (2015)、220-221頁。
22） UNHCR (1992a, 1992b, 1993b, 1994a, 1994b, 1995a, 

1995b).
23） UNHCR Archive (1993b).
24） グローバル・ガバナンス委員会（1995）。
25） Ogata（1997）.

ローチが不可欠と考えた 26）。緒方は、こう考える中
で、1999年はじめに『復讐と赦しのあいだ』27）の原
著を偶然カリフォルニアの書店で手に取り、暴力に
よる復讐か和解による赦しかという 2つの間にある
ものを見ようとする議論に感銘を受けた。緒方は、
筆者のマーサ・ミノウ（Martha Minow）ハーバード
大学法科大学院教授に電話をかけ、対立していたエ
スニック・グループ間での分断を乗り越える 28）「共生
を想像する（Imagine Coexistence）」事業を一緒に実
施した 29）。「最終的には現地の人々が一体感を持つと
か、自分が社会の一員である」という感覚を難民が
回復することが重要だ 30）、という考えがあった。こう
した考えや経験は、UNHCR退任後に努めた人間の
安全保障委員会での議論にも反映されている。緒方
自身、本事業が「『人間の安全保障』を考える大き
なきっかけ」になったと述懐した 31）。同委員会共同議
長のアマルティア・セン（Amartya Sen）が、経済開
発面に目を向けていたため、最終報告書『安全保障
の今日的課題（Human Security Now）』32）執筆段階で、
緒方とセンの間で大きく見解が食い違ったこともあ
り、アーカイブを紐解くことで人間の安全保障研究
を進めるきかっけにもなる 33）。確かに緒方は「共生」
や「共生を想像する」というキーワードを演説や書
籍に時折記していた。しかし、アーカイブ調査によっ
て、緒方が散発的に述べてきた「共生を想像する」
事業のはじまりから人間の安全保障委員会での仕事
まで一つの線として描けるようになった。
以上のように、緒方の演説 34）やアーカイブと 2次

資料を組み合わせると、「小さな巨人」35）による静か
な闘いが垣間見える。一般的には 1994年の人間開
発報告で UNDPが提唱したと紹介される人間の安全

26） UNHCR Archive (2000).
27） Minow (1998).
28） UNHCR Archive (1999b).
29） Chayes and Minow (2003). マーサ・ミノウへの E
メールでの聞き取り、2020年 8月 11日及び 9月 12日。
Coexistenceに「共生」をあてる訳語は野林・納家（2015）
でも採用されているとおり、共存より接近した関係があ
る。

30） 野林・納家（2015）、238頁。
31） 同上、165頁。
32） 人間の安全保障委員会（2003）。
33） 外務省（2002）。
34） 緒方の UNHCR時代の演説はオンラインで閲覧可
能である。UNHCR, Speeches by Sadako Ogata, https://www.
unhcr.org/search?comid=3be026772&cid=49aea93a4c&scid=4
9aea93a2f&tid=&author=Ogata.（最終アクセス 2022年 9月
20日）.

35） 緒方は、5フィートの小さな巨人（diminutive giant）
と呼ばれていた。
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保障概念について、緒方は自分こそが提唱者の一人
だと自負していた。「紛争後の平和構築」が注目さ
れた際にも、紛争と平和の間の重要な時間に目を向
ける努力をした。緒方の意見には賛否あるだろうが、
人間の安全保障研究にせよ、平和構築研究にせよ、
アーカイブ等、新たに利用可能となった資料を用い
ることで、緒方のアプローチを含め、まだ研究の余
地がある、ということが指摘できるのではないだろ
うか。

5．UNHCRアーカイブへのアクセス

最後に、UNHCRアーカイブの利用方法を簡単に
説明する。
まず、担当課が運営するウェブサイトで 36）、資料の

見当をつける。
次に、担当課の Eメールアドレス宛に、閲覧席（英

語では research roomと表現されるが、実際には課内
に準備された閲覧用の机と椅子）の予約を希望する
旨連絡をする。この予約では席の確保のみで、閲覧
資料の申請は次の段階で問題ない。席を利用できる
のは１、2名のため、半年先でも、日程変更の可能
性があっても、席の予約をすることが得策である。
その後、閲覧予約日の 1か月前までには、調査申
請書と閲覧希望ファイルのリストを送付する。予
約者は、担当課が運営するウェブサイトをひらく。
「アーカイブ・カタログ検索（Explore the Archives 

Catalogue）」をクリックし、検索をかけ、最小分類
である「ファイル」レベルで資料を選択する。利用
可能なファイルまで到達すると、ファイルのタイト
ルの左上に□がある。□をクリックし、チェックマー
クが入ると、この検索ツールの「選択 (SELECTION)」
タブにあるページに予約者が選択したファイルが蓄
積される。最後に選択結果を PDF化する。ウェブサ
イトに様式がある調査申請書（research application）
に必要事項を記載し、PDF化した閲覧希望ファイル
一覧とともに担当課に送る。この手続きを踏めば、
来館した際にはアーカイブ保管箱が閲覧席に準備さ
れている。
閲覧席の利用は、平日午前 9時から午後 1時であ

る。スキャナも用意されているため、パソコンのみ
持参すればスキャンできる。また、自前のスキャナ
を持ち込むことも可能である。
ジュネーブには、他にも、国連ジュネーブ事務局、
赤十字国際委員会（ICRC）、世界保健機関（WHO）

36） UNHCR Records and Archives, https://www.unhcr.org/
archives-and-records.html.（最終アクセス 2022年 9月 20日）.

などアーカイブを保有・公開している国際機関があ
る。研究者は必要に応じて複数機関への訪問も検討
できる。他の政府機関の公文書と国際機関のアーカ
イブを合わせたマルチアーカイブ研究を行う場合に
も、UNHCRアーカイブは厚みを持たせられるだろ
う。
本稿冒頭で引用した「たとえ論文にならなくても」

という緒方の言葉どおり、アーカイブ資料は開いて
みなければ分からない。必ずしも自分が探してい
るテーマに合致する資料ばかり出てくるわけではな
い。現在デジタル化作業も少しずつ進んでいるため、
渡航せずオンラインで利用可能なファイルが見つか
るようになり、キーワード検索でより手軽に資料を
探せる日は近いかもしれない。それでも、必要な資
料の前後に含まれる資料を見て分かる文脈もあるた
め、多くの資料を手に取ることは大切だ。

おわりに

本資料紹介では、UNHCRアーカイブについて整
理した。本学教授であった緒方貞子が、国連難民高
等弁務官時代に、どのような経緯でUNHCR内にアー
カイブを制度化したか、アーカイブの概要と、緒方
ファイルを活用して見えてくること、そして実際に
閲覧する際の注意事項を解説した。UNHCRアーカ
イブを、緒方が研究者たちに渡したバトンととらえ
るなら、これをいかに活用するかは、緒方から今日
の研究者・研究機関に託された宿題だ。

［付記］コロナ禍にもかかわらず、緒方が残した
ファイルの整理と開示準備、本件調査に協力してく
ださった UNHCR記録・アーカイブ課のアーキビス
トに感謝申し上げる。海外アーカイブボランティ
アの会の小川千代子会長とメンバーの皆様、日本
UNHCR協会中村恵事務局長特命、マーサ・ミノウ・
ハーバード大学法科大学院教授の有益な助言にも感
謝する。
本稿脱稿後の 2023年 2月 28日、緒方ファイルの
目録がウェブサイトで公開され、ファイル名検索が
可能になった。
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